
「男女間における暴力に関する」調査結果①
（配偶者からの暴力の経験）
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女性の約３人に１人は配偶者から被害を受けたことがあり、
約10人に1人は何度も受けている
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「男女間における暴力に関する」調査結果②
（被害相談の有無）
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○時系列比較でみると、平成20年度調査よりも、女性で「相談した」が増えている。

○被害を受けた女性の約4割はどこにも相談していない。

配偶者からの被害の相談の有無 － 時系列比較

（％）

平成23年度調査（257人）

相談した 相談しなかった 無回答

平成20年度調査（277人）

平成17年度調査（269人）

平成23年度調査（169人）

平成20年度調査（185人）

平成17年度調査（179人）

平成23年度調査（ 88人）
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「男女間における暴力に関する」調査結果③
（被害の相談先）

○相談先をみると、「友人・知人に相談した」「家族や親戚に相談した」が多い。

配偶者からの被害の主な相談先（複数回答）
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友人・知人に相談した

家族や親戚に相談した

警察に連絡・相談した

医療関係者（医師、看護師など）
に相談した

配偶者暴力相談支援センター（婦人
相談所その他の施設）に相談した

民間の専門家や専門機関
（弁護士・弁護士会、カウンセラー、

民間シェルターなど）に相談した

どこ（だれ）にも相談しなかった

総数（n=257,M.T=119.8% ）

女 （n=169,M.T=127.8% ）

男 （n=  88,M.T=104.5% ）



「男女間における暴力に関する」調査結果④
（相談しなかった主な理由）
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○男女ともに、「相談するほどのことではないと思ったから」が最も多い。

配偶者からの被害を相談しなかった主な理由（複数回答）

総数（n=137,M.T=219.7% ）

女 （n=  70,M.T=220.0% ）

男 （n=  67,M.T=219.4% ）

相談するほどのことではないと
思ったから

自分にも悪いところがあると
思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとか
このままやっていけると思ったから

相談しても無駄だと思ったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

世間体が悪いと思ったから

相手の行為は愛情の表現だと
思ったから



配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数

（備考）
配偶者暴力防止法に基づき、都道府県の婦人相談所など適切な施設が、支援センターの機能を果たしています。
市町村が設置している支援センターもあります。
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女性に対する暴力をなくす運動（１）

＜目的＞

女性の人権を著しく侵害する夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメン
ト、ストーカー行為等女性に対する暴力の問題に対し、地方公共団体、女性団体その他の関係団体と
の連携、協力の下、社会の意識啓発など、女性に対する暴力の問題に関する取組を一層強化する

＜期間＞
毎年１１月１２日から同月２５日（女性に対する暴力撤廃国際日）までの２週間

＜根拠＞
男女共同参画推進本部決定（平成１３年６月５日）

○啓発ポスター及びリーフレットの作成・配布

○シンボルマークであるパープル（紫）リボンの作成・配布

○東京タワーの「パープル・ライトアップ」の実施及び全国のランドマーク施設へのパープル・ライト

アップ実施の呼びかけ（平成２６年度は全国３２施設で実施）

○著名人による動画メッセージや若年層向けの予防啓発漫画を内閣府ホームページに掲載

○政府広報インターネットテレビによる動画配信、ラジオ番組、新聞広告による広報啓発を実施

＜平成２６年度主な実績＞



女性に対する暴力をなくす運動（２）

▲H26 ポスター ▲H26 パープル・ライトアップ

▲女性に対する暴力
根絶のシンボルマーク

▲パープルリボン



ＤＶ相談ナビ

＜事業概要＞

配偶者等からの暴力に悩んでいる被害者の的確かつ迅
速な保護が図られるよう、全国共通ダイヤル（０５７０－
０－５５２１０）から、自動音声により、最寄りの相談窓口情
報を案内する電話番号案内サービス（※）を提供しており、
希望があれば、案内された相談窓口に電話を転送し、直接
相談をしていただくことも可能。

ダイヤルの周知を図るため、名刺サイズの広報用カード
を作成し、全国の医療機関、公共機関、その他の関係機
関に配布している。

※利用者が郵便番号又は地域区分を入力し、最寄りの相談窓口を
検索。配偶者暴力相談支援センターや男女共同参画センター、地方
公共団体が設置する相談窓口など登録された約１２００か所の窓口
の中から電話番号や窓口開設時間等の情報を案内する。

▼ＤＶ相談ナビカード


